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【三澤課長】 それでは、全員おそろいになったので始めたいと思います。本日はお忙しい中

お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。ただいまより2024年度第１回逗子市景

観審議会を開催いたします。 

 本日は田邉委員が御欠席という連絡を受けておりますが、逗子市景観条例施行規則第27条２

項の規定により、過半数の出席があるため、会議が成立していることを御報告を申し上げます。

また、審議会を開催するに先立ち、会議の公開及び議事録の作成について御報告いたします。

本日の会議も原則公開となっております。傍聴希望者がいる場合は入室を認めていますので、

御了承ください。会議録については、反訳会議録を作成いたしますので、会議を録音させてい

ただき、後日作成させていただき、その後、ホームページ等で会議録を公開しますので、あら

かじめ御了承いただければと思います。 

 それでは、早速議題１の委員の委嘱に移らせていただきます。本審議会の委員の任期は、令

和８年６月12日までの２年間となっております。委嘱状を交付した後に改めて自己紹介を行い

たいと考えております。それでは、市長から委嘱状を交付させていただきますので、お手数で

はございますが、お名前を呼びましたらその場で御起立をお願いいたします。 

                 （ 委嘱状交付 ） 

 それでは、市長より御挨拶申し上げます。 

【桐ケ谷市長】 どうも皆さん、おはようございます。このたびは景観審議会に御出席いただ

きまして、ありがとうございます。また、日頃から市政の運営に御尽力いただいていますこと

を改めて御礼申し上げます。今日から２か年ということで、また御協力をいただきたいと思う

ところであります。 

 今、逗子市はですね、おかげさまで財政危機は脱して、過去史上最高の財政調整基金となっ

ております。じゃあ豊かになったかというとですね、今、予算編成の最中ですがお金がないん

ですよ。これはどうすればいいのというぐらい、要はですね、教育に力を入れる。それで、去

年から高校生まで所得制限つけず完全無償化いたしました。そうしますと、それまで所得制限

あり中学校までというのですと１億2,000万でした。これが全部フリーに高校生まで無償化と、

なりますと２億6,000万ぐらいまで上がってまいります。要は、この１億4,000万ぐらいが毎年

恒常的に費用として計上されますので、そういった税収は大きく変わらない中、支出において

経常的に上がる、これが非常にやっぱりボディーブローとしては効いてくる。しかしながら、
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私、１期目は財政危機に陥り、企業誘致をしながら逗子の財政回復すると、こういう計画でお

りましたが、逗子のまちはもう企業にどうしても向きませんでした。かなりいい線までお話が

進んだ企業さんありまして、分かった、桐ケ谷さん、じゃあ応援するよと、2,000坪土地はあ

るかと言われて、2,000坪の土地なんかどこにありますかという、工業団地、物流基地がある

わけでもない中で、まとまった土地の2,000坪なんて、逗子にはもう存在しないと考えますと、

やはり住宅のまちとして選ばれるまちを目指すことが逗子には一番重要な方針ではないかとな

りました。 

 そうすると、教育にものすごいやはり力を入れながら、行ったまちが荒れ狂ったまちで、あ

あいうところに教育なんかあり得ないと思われるまちに人は寄ってこないと考えますと、やは

り教育に力を入れるということから、様々やってまいりました。いずれにしましても、何かや

ろうとすると、お金がそこに、たらいにいるようになりまして、なかなか財政は楽にはなりま

せんが、どうやりくりしながら回していって、皆さんに喜んでいただけるまちづくりをしてい

くかということに最後はなってくると思っております。 

 皆様には景観についての御審議をいただきたいと思います。私はよそから人を呼び込むため

にもですね、この街並みというものは大変に重要な要素だと思っています。あんなまちには住

みたくないよというまちがつくられていくならば、来てくださいといくら言っても、来ていた

だけるはずがない。そうしますと、この街並みというものが大変に私も重要と考えております

し、また仕事柄ですね、材木屋と建築と庭、ガーデンのほうを生業としていたことから考えて

も、この街並みは本当に大事な要素、これまで長くやってまいりました。僕は仕事柄ですね、

家の前に、昔ですとブロック塀ですとか隔離された暮らしをしていたんですが、今は割とオー

プンなつくりになってきましたし、玄関先に木が１本植わっているだけで、もう全然雰囲気が

変わるんですね。今まで庭と称するところには木を植える傾向がありますけど、道路から見え

るところに木が、そして花が植わっていく。御存じのようにアメリカ、欧米のほうへ行きます

と、フロントガーデンを非常に大事にしながら、そこを手入れしなければ、もう近所からバッ

シングを受けるぐらいの風土ができていますけども、日本はそうはなっていませんが、でも皆

さんがフロントを非常に大事にしながら考えていただけるようになると、敷地が広い、狭いは

若干の違いはあれどもですね、街並みとしては非常に差別化できるものになるんではないか。

ずっとそれを思っておりまして、ぜひ皆様のこの街並みをどう捉えるかという、この情報の発
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信が、やがて時間はかかるかもしれません。すばらしいまちに変わっていくものと確信してお

りますので、これからも御協力を賜りますように、よろしくお願いいたします。ぜひこの２年

間、画期的に活動していただくように、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

【三澤課長】 ありがとうございました。それでは、今日は初めての方もいらっしゃると思い

ますので、委員の皆様には簡単で結構なので、自己紹介をお願いしたいと思っております。で

は、委嘱状を渡した順番でお願いできますでしょうか。鈴木先生、お願いします。 

【鈴木委員】 横浜市立大学の鈴木と申します。逗子の景観、この条例をつくる頃からのお手

伝いをさせていただいています。今期で20年ぐらいになるのかなというふうに思います。引き

続きよろしくお願いいたします。専門はまちづくり、都市計画を教えております。よろしくお

願いします。 

【水沼委員】 関東学院大学の水沼です。私もかなり長く逗子のお手伝いをしてまいりまして、

特に在職中は学生と一緒にまちなかの住宅の調査などをさせていただいておりました。専門は

近代の日本の住宅地、住宅建築、特に湘南一帯の別荘建築の研究を専門としております。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。 

【大庭委員】 大庭と申します。よろしくお願いします。逗子に参りまして、目黒から来たの

ですが、５年になります。何か引っ越すに当たり、海のそばがいいなと思いまして、湘南をず

っと見させていただいた中で、やはりこの逗子の空気感というんですかね、とてもうらやまし

く思いまして、縁がありましてこちらへ来させていただきました。実際に住んでみて、非常に

いいまちで、何かぼけちゃいそうなくらい、ありがたいところだと。いまだに少し雑誌ですと

かウェブ広告のお手伝いをやらせていただいておりまして、何かそういうものの一助になれば

なと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【岡田委員】 岡田といいます。どうぞよろしくお願いいたします。逗子に住むようになって

から18年ですかね。これまで意識的に、割合自分が住んでいるまちの仕事はなるべくすまいと

思っておりまして、仕事は青山にある複合文化施設でキュレーターという仕事をやっています。

その関係で、横浜市の仕事を随分やらせていただいていて、そんな中、鈴木先生とか日髙先生

とはお付き合いがあります。いわば出稼ぎをしていたわけですけれども、５年ほど前に子ども

を授かりまして、そろそろ自分の子どものためにも、自分が住んでいるまちのことを考えなき

ゃいけないかなということで、委員をやらせていただくことになりました。どうぞよろしくお
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願いします。 

【日髙委員】 日髙仁と申します。関東学院大学で教えています。あと、逗子文化の会の理事

長も務めております。こちらでは瓦版のお手伝いさせていただいたりしております。あと、小

坪に住んでおりまして、15年ぐらいになるのかな。その前は鎌倉、その前は都内から越してき

たということで、割と近い方、移動も流れとしては近い方がいらっしゃる感じなんですね。小

坪に越してから、南町テラスというカフェをやっておりまして、小さい住宅なのですが、１階

を隅開きのような形で、いろんな方にお越しいただけるように、カフェをやって、もう10年以

上たっております。よろしくお願いします。 

【片山委員】 片山徹と申します。今年から参加させてもらっているのですけれども、私は出

身が逗子で、あと大学で都市計画系を学んでいた関係もあって、結構都市計画と建築物に興味

があって、景観サポーターというところからやらせてもらって今に至っています。長い間住ん

でいて、結構逗子って海側、ぎゅっと狭くなっていて、車とか歩行者とか、私も子どもがいる

のですけど、結構危険なところがあったりとか。もっとよくできるはずなのだけどなというと

ころが、いろいろ思うところがあって、２年前ぐらいは逗子の滞水池というところに公園をつ

くろうという活動にも参加させてもらっていたのですけど、それは途中でうまくいかなくなっ

てしまったのですが、何か引き続き逗子市に協力できたらなと思って参加させてもらっていま

す。よろしくお願いします。 

【長島委員】 私、長島と申しますが、実は水中写真家をしていまして、日本だといろんな離

島がありますけど、あと世界的にも南の海をずっと潜ってきたんです。テーマは珊瑚なのです

ね。10年前に逗子に引っ越してきて、今、ギャラリーになっていますけど、アトリエとしてず

っと撮影を続けているのですけど、実は逗子の海というのは、すばらしい珊瑚があるのですね。

世界的な珊瑚だと僕は思っているのです。そのきれいさと、日本的な美しさという、ちょうど

寒流と暖流が混じるところで、そういう部分もあって非常に気候的にも暖かいと感じるのです

けどね。そんなことがありまして、逗子の自然のすばらしさ、特に海、それと山、この２つが

そろっているという場所はなかなかないんですよ。そういった意味でも、数年前からは地上の

撮影も実は始めています。今ちょうどモノクロの写真もやったりしていて、そういった意味か

らも今回の景観審議会に対しては、すばらしい自然の中にある逗子だと。その自然を生かした

まちづくりというのをされていらっしゃると思うし、今後もですね、そういうまちづくりを進
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めていただきたい。課長さんがおっしゃっていたけど、長島さん、要するに景観といっても自

分の家の前に、先ほど市長も言われたけどね、木を植える。そういったことを一つの第一歩に

なるんだという話を聞いたことがあるんですけど、そういった意味でも、僕の家というのは周

りは全部コンクリで固めちゃっているので、なかなか植栽できないのですけど、大きい植木鉢

買ってね、木を植えようかなと最近思っています。10年前に引っ越してきましたけど、やはり

今後とも逗子の自然のすばらしさ、また景観委員になることによって、やはり逗子の住宅、そ

れは広い意味でいろいろね、昔の建物が新しくされたり、いろんな活動がありますけど、そう

いう視点も持って写真も撮っていきたいし、記録をしていきたいと思っております。以上です。 

【安田委員】 小坪のほうからということで多分選ばれたと思うんですけど、安田正則と申し

ます。４年前からですね、都市計画審議会のほうに所属しておりまして、それが終わりました。

そのときに思ったのは、都市計画の方はいわば大きな枠で、それをじゃあ決めたので、次は各

課にブレークダウンというのでしょうか、具体的にじゃあどうするかというお話になっていく

のだろうということを想像していました。そうしましたところ、この景観審議会があるという

ことで、手を挙げまして、要望しまして、何とか入らせていただけたということでございます。

私は宅地建物取引主任者とフィナンシャルプランナーの資格は持っております。ただ、景観と

いうことについては全くうといのですが、先日、現地を御案内していただきまして、いや、す

ばらしいところがあるのだなということを思いました。特に私は小坪ですから気づかなかった

のですが、桜山のあたり、あちらのほうに、本を読むとよく文人墨客というのでしょうか。芥

川龍之介が一時期いたとか、いろいろな著名な作家の方があちらのほうに住んでいらっしゃっ

たということで、あ、なるほどなと、ここだとクロマツがあって、川があって、非常にいいな

というふうに思いました。だから、逗子市の景観といえば、小坪の景観もありますし、桜山の

ほうの景観、違いがあります。そういうすばらしさにちょっと正直驚きまして、これは大変楽

しい仕事になりそうだなと思っています。いろいろと質問することばかりになると思いますけ

れども、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

【三澤課長】 どうもありがとうございました。部長、挨拶お願いします。 

【石井部長】 環境都市部長の石井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。こちらの

環境都市部、非常に長くてですね、最初に環境都市部に入ったときが、当時はまちづくり景観

課という名前じゃなくて、まちづくり課という名前だったんですね。その当時が景観計画がで
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きて、そんなに間もない時期でですね、景観計画に基づいて各地域の景観計画ですね、歴史的

景観保全地区は新宿のあたりですけど、あとは逗子駅と東逗子駅の商店街がらみ、これも景観

計画をつくるという、そういうタイミングで参りましてですね、係長職で非常に苦労して、鈴

木先生、水沼先生のいろいろ御指導もいただきながら、商店街の方々と、いかに商店街の賑わ

いを確保しつつ、魅力的な商店街のこの景観をつくっていくかというところ、なかなか結構、

そこは屋外広告物の色彩だったりとか、そういったところも含めて、ちょっとせめぎ合いのと

ころがあるんですけれども、そういうのを苦労して、また逗子駅と東逗子駅では全然地域性、

同じ市内でも地域性が違うというところでは、東逗子駅は東逗子駅で結構苦労したなというの

があるんですけれども、それが非常に思い出に残っておりましてですね、また駅周辺の賑わい

と景観というのは、やはり引き続きの課題でもありますし、住宅地の市街地での緑をいかに確

保して、いい街並みをつくっていくかというのも課題でありますので、そういったところでは

皆様方の知見もいただきながら、また引き続き景観行政に努力してまいりたいと考えておりま

すので、これからの任期の期間、またよろしくお願いいたします。 

【三澤課長】 なお、私たちは挨拶なしで、まちづくり景観課長の三澤と、坂本副主幹と、担

当の兼子で進めさせていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 それではですね、次に行きます。では次に、本委員会の会長及び副会長の選任をしていきた

いと思いますが、条例では委員の互選により選出することとなっております。何か御意見、御

推薦がありましたらお願いしたいと思いますけど、いかがでしょうか。 

【水沼委員】 では、よろしいでしょうか。長く逗子の景観に携わられている鈴木先生に、豊

富な知見もお持ちですので、ぜひ引き続き会長をお願いできればと思います。 

【三澤課長】 皆さん、鈴木委員長を推薦する御発言がありましたが、いかがでしょうか。よ

ろしいでしょうか。（拍手） 

鈴木委員、よろしくお願いいたします。 

 次にですね、副会長の選出でございますが、こちらは日髙委員に以前務めていただいており

ますが、皆様、いかがでしょうか。（拍手） 

 よろしいでしょうか。では、日髙委員に副会長をお願いしたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 それでは、会長が決まりましたので、これから景観のまちなみデザイン逗子賞の表彰の選出
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をしていただきますが、それについての諮問をさせていただきたいと思いますので、市長、よ

ろしくお願いします。 

【桐ケ谷市長】 よろしくお願いいたします。 

（ 諮問書手交 ） 

【鈴木会長】 お受けいたします。 

【三澤課長】 では、市長はこの後、別の公務がありますので、ここで退席させていただきま

す。 

【桐ケ谷市長】 ぜひ元気なまちをつくっていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（ 桐ケ谷市長 退席 ） 

【三澤課長】 では、席の移動を、日髙委員も移動をお願いできますか。 

（ 会長、副会長 着席 ） 

 それでは、改めましてここからは鈴木会長に議事を進めていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

【鈴木会長】 それでは、改めましてこれより2024年度第１回逗子市景観審議会を開催させて

いただきます。 

 議事次第のとおり進めます。まず、議題の２）スケジュールの確認ですね。これについて説

明をお願いいたします。 

【三澤課長】 それではですね、付箋がついていますが、資料１、縦長のＡ３のスケジュール

という表になっております。こちらのほうを私のほうから説明させていただきます。2024、25、

26の３か年が書いてありますが、一番左に審議会のスケジュール、議題、次に普及啓発活動、

法令整備と備考という欄になっております。本日は11月26日、第１回景観審議会ということで、

委員の委嘱をさせていただいております。実際の任期のところにつきましては、2026年６月12

日までということになりますので、任期の始まりは６月ということになっておりまして、大変、

11月ということなので、審議会の開催が遅れてしまったことに対してはおわびを申し上げたい

と思います。今年度に関しましては、今日は表彰制度の選定をしていただきまして、３月ぐら

いに第２回景観審議会を開催したいと思っております。この２年間につきましては、2025年度

は７月、10月、12月と書いてありますけど、審議会を開催して、景観計画、景観条例の改正事

項の検討を進めたいと思っております。今回表彰制度でいろいろな物件を見ていただきました
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が、それに対する課題等を分析して、あとまちづくり条例のほうも今、新たな開発基準などを

今検討する段階に入っておりますので、そちらと併せてですね、改正事項が導き出されれば改

正していくという形で、スケジュールは基本、非常に来年度にやり切るみたいなスケジュール

を一応想定しておりますが、なかなかこのスケジュールどおりいくかどうかは分からないとこ

ろがありますので、審議を進めながら、この辺は調整を図っていくのかなというふうに考えて

おります。 

 普及啓発活動につきましては、こちらも非常に我々としては重要と捉えておりまして、まち

なみデザイン逗子の普及啓発活動を地道に毎年行っているところです。この毎年行っている６

月の市民交流センターでやる環境展には出品をさせてジョイントいただいておりまして、10月

には毎年景観セミナーという形で、まち歩きをしたりということをしているんですが、今回に

関しては旧本多邸を公開させていただきまして、そちらについて景観セミナーを行ったところ

ということです。11月15、20、つい先週のことですね。については、これも毎年行っている逗

子葉山高校での総合学習ということで、まちなみをつくる模型作成を学生とともにやってきた

といったところです。１月25日、年明けですね、景観シンポジウムを開催して、今回選定して

いただく表彰制度の表彰式であるとか、瓦版の文化の会と共同で景観について見識を深めるシ

ンポジウムを開催したいと思っております。３月は毎年やっている逗子葉山高校での模型展示

を、トモイクフェスティバルで行っております。 

瓦版のところを見ていただくと、毎年４月、７月、10月、１月と年４回発行している。これも

ずっと継続しているということですね。法令整備のところにつきましては、先ほど説明したと

おりですが、景観計画、景観条例を改正するに当たっては、2025年度に都市計画審議会ですと

か市民説明会、パブリックコメントをやって、やっていく必要があるといったところになって

います。 

 備考に関しましては、海の家が毎年設置されるんですけれども、こちらについて広告物が、

無秩序に掲出されないように、説明会に参加して、夏にはパトロールを実施したりしておりま

して、あと９月に毎年屋外広告物の日というのが９月にあるんですけど、こちらについては駅

周辺の広告パトロールを実施して、景観計画に即してない広告物ですとか、安全性に問題があ

るような広告物のパトロールを行っているというようなことを毎年やっております。 

 ざっくりした説明になりますが、以上でスケジュールのほうを説明させていただきました。 
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【鈴木会長】 ありがとうございます。それでは、ただいまの説明に対して、各委員から御意

見や御質問があればいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。と言われても、いきなり

スケジュール表が出てきても分からない部分があると思いますけれども、ざっくりと大きな逗

子の景観行政の流れというのを見ていくと、最初、景観条例ができてからしばらくというのは、

先ほど石井さんからお話があったとおり、景観計画という、景観条例というのは基本的に器み

たいなもので、中身を決めるのは景観計画なんですね。景観計画をつくっていくという作業で

あるとか、いろいろな審査の仕組みを整えるというのは、結構手間がかかります。といいます

のは、逗子にはまちづくり条例と良好な都市環境をつくる条例という古くから取り組まれてき

たいろいろな条例がありまして、そういったものとあまりバッティングしないように、景観条

例をつくっていくというのは結構難しい作業なんですね。それがしばらく、要は体制を整える

というのがしばらく続きまして、その後、逗子には景観に関連するような市民活動を積極的に

やっていらっしゃる団体も多くて、それこそ文化の会とかですね、そういったところがありま

して、そういったところともうまく協力してやっていこう。住民との協働を念頭に置いてやっ

ていこう。普及啓発をしっかりやっていこう。まちなみデザイン逗子という冊子が市民との協

働でできる。そういったものを普及させていこうというふうに、市民協働を進めた時期が続い

てきています。 

 そこに移行できたのは、ちょっとバブルの後をまだ引きずったような、かなり無茶な開発と

いうのが続いていたのですけれども、それが少しトーンダウンしてきたというようなこともあ

りまして、そちらの普及啓発のほうに移行できたということで、その頃からこの啓発イベント

を積極的に景観行政の中に位置づけていこうということで、この普及啓発の欄があるわけです。 

 今期については、景観計画を見直そうということですので、もう一遍元のルールに戻って、

その仕組み自体をちゃんと考えていこうということ、それからあとは普及啓発に積極的にやっ

てきたけれども、その次に何ができるかということを今期のこの２年間の間に考えていく必要

があるのかなというふうに思っています。来年１年かけて景観計画を見直して、今後の景観行

政、もっとこんなことができるじゃないかとかですね、もっと歩きやすく、歩いて楽しいまち

にするためにどうしたらいいのかとか、そんなことをいろいろと皆さんからアイデア、御意見

をいただいて取り入れていくというプロセスが大事になってくるのかなというふうに思います。 

 いかがでしょうか。はい、じゃあ日髙委員、お願いします。 
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【日髙委員】 今の普及啓発のところにも関係するんですが、今年は景観セミナーが旧本多邸

であったということで、私も大学で参加させていただいたんですけれども、来年もまた旧脇村

邸、通常脇村邸でやっていらっしゃったイベントが今年、脇村邸はないんですよね。 

【三澤課長】 今年はやらなかったです。 

【日髙委員】 で、本多邸に変わったという、何か経緯みたいなものがあれば。行ったときに

聞けばよかったんですけど、脇村邸をやらなくて本多邸をやるという話というのは、どういう

経緯で決まったことなんでしょうか。また来年から、本多邸ではやらなくて脇村邸でやるとい

うことも、もう既に計画があるということですか。 

【三澤課長】 毎年秋に何かしらのイベントをやるということは決まっているんですね。今ま

でずっと脇村邸でやっていたということで、その以前で話をすると、脇村邸に限らず、本当に、

多分小坪のまち歩きとか、海岸線へ行ったりとか、鎌倉市・逗子市と共催でやったりとか、鎌

倉駅から逗子まで来るみたいなイベントもやったりしていたんですけど、最近、ここ二、三年、

３年ぐらいは脇村邸に落ち着いてきたということなので、特に脇村邸でやらなければいけない

と決まっているわけではないし、どこでやるとかは全く決まってないので、毎年、今回はどう

いう企画がいいのかなということを我々庁内で決めているというプロセスなので、だから来年

度に関してはどこでやるというのは正直決まってないです。今回は本多邸を去年からずっと整

備していただいて、いろいろ情報をいただいていたということもあるので、それはぜひ景観の

面からもやらさせていただきたいということで、その久米設計側がいいといっていただいたの

で、今回はそれでやったということなので、来年度はまた脇村邸に戻ってもいいと思っていま

すし、ほかのところでもいいと思ってますので、何かアイデアを考えながらやっていきたいと

いったところです。 

【日髙委員】 分かりました。そちらで決めていらっしゃるということなんですね。 

【三澤課長】 そうですね、はい。 

【日髙委員】 分かりました。 

【三澤課長】 何かアイデアをもらえれば、ぜひ一緒に考えられれば。 

【鈴木会長】 ここでアイデアがあれば、その企画から、その企画に入れるように。 

【三澤課長】 我々もいろいろとアイデアを求めてますので。 

【片山委員】 今言ってもいいですか、アイデア。まち歩きで、僕は川沿いの遊歩道計画とい
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うのをつくりたいなと思っているんですけど。ぜひ、田越橋から海に向けての一般車が入れな

い、断続的にある河川整備道路というんですか、あそこをちょっと歩いてみたいなという案が

あります。 

【日髙委員】 もう一つ質問なんですけど、脇村邸に関してなんですが、今、蘆花記念公園の

グランドデザインみたいなことをされているじゃないですか。それを、例えば流れを追うとい

うようなこと、あるいは何らかの形で関わるというようなことは、この景観審議会では、ここ

に載ってないですから、あまり関係ないというような形で今、見えるんですけど、そこはいか

がでしょうか。重要な話のような気もするし、重なるところも大きいような気がするんですけ

ど。 

【三澤課長】 蘆花記念公園のプロジェクトに関しては、３月から私が担当して、グランドデ

ザインを作ってもらって、プロセスの中でやってきたんですけど、大きくはこの、まずはこの

そこを使っていらっしゃる、あるいは近隣にいらっしゃる市民に的を絞ってプロジェクトを進

めてきたという経緯がありますので、庁内の、景観に限らず、どこかの審議会で何か諮ってき

た経緯はないんですね。だから、今後は、今まさしくパブリックコメントをやっている最中な

ので、パブリックコメントの結果を見ながら、今年度中にはグランドデザインと言ってますけ

ど、基本的には、日本語で言うと基本構想みたいなことだと思っているんですけど、それを踏

まえて次のステップに行ければなといったところなので、審議会として何か諮ることがあるか

というと、そこはないんじゃないかなと思っています。 

【片山委員】 新聞記事でＤＢＯを求める、何かＤＢＯに任せるみたいなことが出ていたんで

すけど、そういうのってあるということ。 

【安田委員】 英語、あまり分からないので。できるだけ、みんなが分かるように素人向けに

しゃべってほしいんです。 

【三澤課長】 いやいや、それはね、新聞にそうやって書いてあったので、それをそのまま言

っていただいたと思うんですけど。 

【安田委員】 どういう意味なんですか。 

【三澤課長】 要はですね、民間…市役所が従前のとおり発注して設計して整備して、市が運

営するというのが今までのやり方ですよね。普通のやり方ですよね。そうではなくて、もう民

間に託するところは託して、民間で整備して、民間で運営していく。そこに市が加わっていく
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という、そういう、ＰＦＩって、分かりますか。 

【安田委員】 ＰＦＩ？ 

【三澤課長】 民間の力を使って施設を整備して運営する。それの一つがＤＢＯ。い 

【安田委員】 分からない言葉をね、分からない人たちで話していても進まないから、気をつ

けなきゃいけないんですよ。会議やるときに、専門用語を使うのはね、ある程度分かっている

レベルだったらいいんだけど、分からないのに専門用語をしゃべっていると、聞いているほう

はね、分かったつもりになっちゃうから。これはどんな会議でもそうなんですけど、できるだ

け平易に、まず御説明される方はこういう意味で使ってますよということをお話ししていただ

きたいんですね。 

【三澤課長】 分かりました。その都度解説していきます。 

【安田委員】 それじゃ、僕からいいですか。ちょっと今聞いていてね、基本的なことなんで

すが、この景観審議会というのは、従来からの景観を守っていこうという活動なのか、あるい

はですね、この間、視察させていただいたように、新しい建物を建てるときに、市のほうから

指導みたいな形で景観をこういうふうにしてほしいですよということで、新しく建てる方に御

協力をいただく。例えばセットバックするとかね、そういうふうなことを審議会でやっていま

すよという話なのか、あるいは先ほども出たセミナー、逗子葉山高校でやっていると、そうい

うこともこの審議会で話をしていこうということなんですか。何にこの審議会は重点を置いて

いくんですか。 

【三澤課長】 答えをすると、全てですね。全部。全部を複合的にやって、逗子の景観をつく

り、守り、育てていくということなので、その都度その都度、全部を網羅していかなきゃいけ

ないんだけど、それは限界があるので、本年度はここに集中しよう、本年度はここに集中しよ

うと、ある程度ポイントは絞ることはあるかもしれないけど、やるべきことは逗子の景観を守

り、つくり、育てていくということで。 

【安田委員】 そういうことの一環として、高校で模型を作ったりとか、そういうこともやっ

ているんですよという御説明ですね。 

【三澤課長】 そうですね。 

【安田委員】 我々に期待するのは、審議会の市民委員に期待するものというのは、例えば今

日、表彰のことを話ししますね。実際に御案内していただいて、あ、これはすばらしいなとか、
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これはどうかなというのは、一応持っています。そういうこともその審議会で委員の人は考え

てくださいということでよろしいんですね。 

【三澤課長】 はい。 

【安田委員】 はい、分かりました。 

【水沼委員】 すみません、簡単によろしいですか、教えてください。本多邸の公開をされた

と思うんですけれども、この景観セミナーで。どのような反応があったのかとか、本多邸が再

生されたことによる波及効果みたいなものが期待できるのかどうか。その辺、分かったら教え

てください。 

【三澤課長】 今回ちょっと初めての試みだったので、行く途中、さなかもですね、市役所に

集合してあそこまで行く道がてら景観の話をちょっとしながら着いて、建物の外観を見て、中

を散策して、何か自分が気になったポイントを絵にしたんです。絵にして発表し合うみたいな、

そういう会だったので、それが景観につながったのかというところは、検証とかが必要だと思

っています。単なる建物の見学会で終わっちゃったら、それは我々のやる意味があまりないの

で、そこをどうつなげていくかというのは課題だと思っていますね。だから、今回本多邸をチ

ョイスしましたけど、来年度以降も本多邸を使うのであれば、もう少し景観に趣を置いたとこ

ろを何か表現できないかなというところは、試行錯誤、皆さんからの意見をいただきつつです

ね、考えていきたいと思っています。 

【水沼委員】 関心はすごく高かったというふうに受け取ってよろしいんでしょうかね。 

【三澤課長】 建物の関心は非常に高かった。要するに、矛盾しちゃうけど、３倍ぐらいの応

募があったんです。結局断ったんですよね。入りきれないといって。話に聞くところによると、

湘南庭園文化祭だとか、あとは久米設計さんが独自に募集したものも、全部定員がもう満員い

っちゃって断るケースも多々あるというふうに聞いています。 

【水沼委員】 要するに、単品としての本多邸への関心というのが高いということですね。分

かりました。ありがとうございました。それが何かやっぱり周辺への関心に広がっていくよう

になるといいですよね。ありがとうございました。 

【鈴木会長】 そのほか、いかがでしょうか。先ほど日髙委員がおっしゃった蘆花記念公園の

構想づくり、景観に全く関係はないということではないと思いますし、以前、景観審議会で実

は脇村邸を含むそういった歴史的な建物があるので、それをぜひ積極的に活用してほしいとい
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うような建議をしたこともかつてありましたので、ぜひ景観に関連することでありましたら、

何かそういうところも意見を出し合うような機会があればというふうには思いますので、ぜひ。

そっちはそっち、こっちはこっちじゃなくて、景観というのは統合的に考えなければいけない

部分もあるので、うまく審議会の中で意見を出し合えるような機会をつくっていただければと

思います。 

【安田委員】 私、思うんですが、私も参加したいなと思っていた、逗子・葉山、別荘の見学

があります。それを散策しながら行きましょうという企画があって、それで応募者が多数だっ

たのも知っています。それとここの景観審議会とどう絡むのか分からない。景観とですね、歴

史的建築物を回るということと、どうマッチングさせるか。私、マッチングさせるならばいい

と思うんですよ。啓発活動として脇村邸のクロマツがどうだとかこうだとか、それから風景が

どうの、調和だとか、そういうものであれば、そういうことに御尽力されるのはいいんだけど、

単に歴史的建造物を回って歩きましょうと、ウォーキングですよ、散歩ですよ、ガイドがいて、

脇村邸はこういう歴史があって、こういう建物ですということと、景観というものとはなかな

か結びつかないんじゃないかな。あるいは結びつけたらいいんじゃないかなというふうに思い

ますので、それもちょっとお考えいただけたらと思います。これからの企画の中でですね。景

観とそういうものとのマッチングができるのかどうか、あるいはそういう趣旨でできるのかど

うか。そうじゃないと、ただやっているだけというふうになってしまうんじゃないかと。効果

測定もできませんからね。だから、そういうことで御検討いただければと思います。以上です。 

【三澤課長】 そこは日々マッチングしたいと思っていますので、そのためにはどうしたらい

いかということは、御意見いただきながら考えていきたいと思いますが…思います。すみませ

ん、次の議題に、そろそろ。 

【鈴木会長】 それでは、続きまして議題３の表彰制度の選定について説明をお願いします。 

【兼子主事】 今から表彰制度の選定ということで説明させていただきます。事前資料として

関係の資料一式送らせていただきまして、本日置かせていただいておりますのは、その抜粋資

料ということで御了承ください。 

 資料の説明からさせていただきますと、インデックス資料２、こちらに今回の表彰制度の実

施要領、そして一般応募部門の選考細則、条例適用対象の選考細則をそれぞれつけさせていた

だいております。それ以降は、Ａ３の用紙２枚なのですけれども、一般部門、インデックスつ



16 

 

いていますものが一般応募部門の一覧表となっておりまして、その後ろにそれぞれの番号ごと

の審査シートと写真がついております。 

 インデックス、条例部門と書いてあるもの、Ａ３の資料２枚なんですけれども、こちら条例

部門として13件、事務局で選定したものを審査委員会のほうで御検討いただいたものも含めて

一覧にしておりますものと、あとそちらの番号ごとの審査シートと写真を、Ａ４の資料として

つけさせていただいております。 

 そして一番後につけさせてもらっている、カラーのもの、まちなみデザインマップというも

のなのですけれども、こちらが４年前に同じように表彰制度をやったときの成果物です。表彰

認定対象をマップ化しておりまして、そちらのように市内各所にそちらが点在しているという

様子がうかがえると思います。一番最後の２枚なんですけれども、４枚目の資料で、どういう

ものが表彰対象になったかというのを御覧いただけます。条例部門としては３件、４枚目です

ね。まちなみデザイン逗子賞として、赤で囲ってあるものなんですけれども、共同住宅   

  屋外広告物としては１件の３件が選ばれているところ。一般応募部門としては、表彰対象

となったのは８件となっておりまして、あと一番最後のものなんですけれども、その他16件は

認定対象として出されておりまして、それぞれにまちなみデザインプレートというものを配付

しているという状況になります。 

 今回もこういう場所が認定表彰して、どんどん市内に増えてくるというところでイメージし

ておりますので、それに対しての今回、皆さんに審議いただくというところでお願いしたいと

思っております。資料の説明は以上となりまして、具体的にこちらのスケジュールも含めての

説明をさせていただきます。 

 こちらからは紙の資料がないので、モニターを御覧いただきたいんですけれども、一般応募

部門としましては、応募総数12件のうち共通箇所だとか応募対象外を整理すると10件、そして

この中で認定は７件。表彰対象として推薦したいと思っているものが４件というところになり

ます。条例適用部門としましては、2020年４月１日からそれ以降の４年間ということで、75件

対象になりまして、事務局が13件そのうちから選定した中で、景観審査委員会による選考後４

件が表彰対象として推薦したいと思っております。 

 フロー図としましては、一般部門としましては、景観部会のほうで審議したところと、条例

適用部門に関しましては景観審査委員会のほうで絞り込んだもので、今回景観審議会で審議し
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て、選考し、その後、市長が決定していくという流れになっております。こちらも６月の一般

応募のところからずっと進行してまいりまして、１月25日、先ほどスケジュールでも説明させ

ていただきましたとおり、シンポジウムと表彰式があるというところです。 

 こちらの１月25日、10時からの表彰式と、瓦版もこちら、１号から50号はこのような冊子に

なっているんですけれども、それ以降、51号から85号というところまで今来ておりまして、そ

ちらを文化の会のほうで冊子化していただくというところも、同時に70周年記念で考えており

まして、その冊子化するというところと51号からの展示をするというところで、ギャラリーの

ほうで１月23日から29日までというところで予定しております。そして、その記事を投稿して

くれた方、イラストも含めて投稿してくれた方に、シンポジウムに参加可能な方は参加してい

ただいて、２部制で２部としてトークインという形でこれからの逗子の景観についてというと

ころで、皆さんで議論を深めていただけたらなというところで考えております。 

 具体的にこの一般部門と条例部門に対して説明をさせていただきます。このＡ３の一覧表に

あります応募番号の点から御説明させていただきます。まず、応募１、建築物外構を対象して

おりますこちらなんですけれども、事務局のコメントは沿道側の柵の高さを抑えた上で、隣地

沿いも含め効果的に植木、植物を配置し、前庭に開放感と潤いを与え、街並みにゆとりを生ん

でいる。建物は色彩を含め個性的であり、周辺環境と調和しているとは言いがたい。景観部会

からのコメントとしましては、建物単体としては色彩を含め個性的ではあるが、外構において

は街並みに貢献している要素が多い。道路との高低差をコンクリートブロックの上玉石仕上げ

として、開放性のある木製の柵に沿って緑化を行うことで、前庭を含め街並みにゆとりを与え

ているというところで、こちらは認定対象として考えております。建物としての議論はあると

思うんですけれども、外構に関しての工夫が見られるというところで考えております。 

 次に、応募２としまして、建築物外構を対象としております。こちらは条例部門でも出てく

るんですけれども、小規模保育園です。こちらの外観。こちらが建築当初なんですけれども、

３年ぐらいたった様子がこちらになります。こちら事務局としては外壁に自然素材を使用した

リズム感のある形状の建築物と、敷地内にバランスよく植栽された多様な樹木が周辺景観と調

和し、潤いを与えている。景観部会のコメントとしましては、植栽の樹種の選定やエントラン

スのポストのデザインも含め、小規模保育園という用途を考慮した楽しさを感じる。建物の外

壁に自然素材を用いるほか、広い前庭のアプローチの仕上げを真砂土とするなど、親しみやす
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い印象となっており、周辺景観と調和し、潤いを与えているというところで、こちらは表彰対

象として推薦したいというふうに考えております。 

 応募番号３、こちらが建築物と外構を対象としております。建築物のこの赤く丸で囲ったと

ころなんですけれども、計画としては周辺の谷戸の緑、緑地のところも敷地内に入っていまし

て、一体的に建築計画をされているというところです。こちらは緑地側でないところからのア

プローチ、玄関のイメージになります。事務局としては、丘陵地において緑地を保全し、斜面

地に沿うような建築としている。沿道からは開かれた前庭に植樹されたイロハモミジの存在が

目を引くほか、建築物の存在を引き立てる外構となっている様子がうかがえる。景観部会から

は、谷戸の地形を生かし、屋根面を低く抑えていることで、丘陵地になじんだ建築となってい

る。建物周囲の丘陵を保全し、今後も維持していこうという意向もあり、建築計画全体におい

て山の根の谷戸のよさを表現しているというところで、こちらも表彰対象として推薦したいと

考えております。こちらがイロハモミジの様子です。 

 応募番号４と５につきましてですけれども、こちらは外構を対象としております。事務局と

しては、かつて逗子景観賞の対象となった外構の一部を残し、新たな植栽に合わせて外構を考

えることで、開放的で潤いのある沿道景観となるよう配慮している。セットバック部分に外構

の一部が残されており、交通の妨げにならない配慮が欲しいところである。景観部会としまし

ては、オープン外構として街並みに対しゆとりを与えているが、駐車場２台分の外構計画にお

いて、それぞれ仕上げが異なるため、統一感を持たせたい。前面道路の幅員が狭く、セットバ

ック部分への配慮が欲しいというところで、こちらは認定対象として考えております。こちら

がかつての景観賞を受賞したときの写真になります。 

 応募番号６としましては、こちらは道路査定図によると、道路用地内に塀があるというとこ

ろでしたので、こちらはこのように沿道に対して配慮はしていただいているんですけれども、

審査対象外としました。 

 こちらの応募番号７なのですけれども、こちらのお宅は、赤い丸で囲った部分が応募対象と

なっているというところで、こちらですね。こちらの敷地境界内の配慮なのですけれども、こ

ちらの中で建築があった場合に、セットバックの問題で、道路後退によって継続性が見込めな

いというところで、審査対象外としております。 

 応募番号８なのですけれども、こちらは事務局としましては、田越川の支流に囲まれた広大
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な敷地に計画された歴史庭園はよく手入れされていて、美しい山並みとも調和している。園内

にある歴史資料館、こちらですね、この歴史資料館とともに地域に開かれ、魅力的な憩いの場

となっている。景観部会としましては、外壁がレンガ状の歴史的資料館と、庭園は新たに計画

されたものであるが、田越川と山並みに囲まれた文化財を含んだ広大な敷地一帯を地域に開き、

来訪者への憩いの場を提供しているということで、景観上、視認性はないんですけれども、パ

ブリックスペースとして市民に公開している、こちらですね、この庭園も含めて公開している

というところで、こちらは表彰対象として考えております。 

 最後に応募９なのですけれども、こちらも外構を対象としております。事務局としましては、

地元産の石材、池子石を使った趣のある石垣に合わせて植えられた樹齢80年を超えるクロマツ

と、シンボルツリーのモチノキがある景観が、周辺の山並みとも調和し、逗子の歴史的な景観

を創出している。景観部会としましては、よく手入れされた前庭は開放性があり、フェンス等

を設置し、地域に開かれている池子石とクロマツの風景が周辺景観と調和し、見本にしたい事

例であるというところで、こちらも表彰対象として推薦したいと考えております。以上が一般

部門の説明となります。 

 続いて条例部門の説明をさせていただきます。条例部門は事務局のほうで選定した13件を対

象に、写真も含め説明させていただきます。 

 １番、逗子テラス新築工事。こちらなのですけれども、クロマツはただ残しただけという評

価です。あと、植栽計画は緑が不十分で、海岸特有の景観にマッチしていない。建物自体も分

節化や仕上げ、おさまりの工夫がなく、単調な印象を受ける。用途上、ホテルとして周辺環境

との一体感がない計画となっているというところで、こちらは表彰対象にしないというところ

で考えております。 

 ２番目としまして、番号４番、Ｉ邸新築工事なのですけれども、こちらは経過年数の割に樹

木の生育が生育不足で、土壌の改良が必要だと感じる。緑化面積が多いはずだが、配置の関係

が寂しい印象を受ける。オープン外構に沿った計画敷地において建物も含め、完結した世界観

がない。建築物のデザインも、成熟した住宅地において、周辺環境になじんでいるとは言えな

いというところで、こちらも表彰対象とはしておりません。 

 ３番目、番号６、３ＯＫ新築計画なのですけれども、こちらですね。擁壁手前を生け垣で修

景しているが、樹種の選択が適切ではなく、ボリューム不足を感じる。既存樹木を残している
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ところは評価できる。建築協定事項の遵守以上の工夫が見られず、建築物のデザインも含め、

成熟した住宅地における計画としての工夫が望まれるというところで、表彰対象とはしており

ません。 

 次は、一般部門でも出てきましたので、説明は省略させていただきます。こちらも表彰対象

として推薦するというところと捉えております。 

 こちらは10番、山の根２丁目Ｍ様邸新築工事ですけれども、小さなエリアでの緑化の努力を

しているが、住宅メーカーの規格建築の領域の範囲にとどまっている。クロマツは保全されず

とも、新規に植樹する努力が欲しかったというところで、こちらも表彰対象外として考えてお

ります。 

 14番、アージョ逗子新築工事。こちらは歴史的景観保全地区内における特色を反映した上で、

公共性を意識した緑化計画が沿道景観の向上に寄与している。川沿いの景観も周辺環境と調和

したものになっている。新規にクロマツを植樹したことは大いに評価できる。機械式駐車場を

内包した計画とした上で、建築物を分節化するなど、圧迫感が抑えられており、集合住宅にお

ける模範事例になるというところで、こちらも表彰対象として推薦するというところで考えて

おります。 

 次に、逗子Ｓビル新築工事ですけれども、こちらは建築物の上部はややボリュームが大きく

感じるが、地上レベルのオープンスペースと緑が効果的に配置されており、テナントのしつら

えも相まって、賑わいに寄与している。ベンチつきの植栽スペースも景観に寄与しているが、

枝葉が座る人の邪魔をしないような適切な維持管理が望まれる。集合看板の配色と色彩に関す

る配慮が見られ、屋外広告物が適切にコントロールされている。以上のことから、こちらも表

彰対象として推薦するということで考えております。 

 次に19番、逗子１丁目計画新築工事ですけれども、１階部分にデザインの異なる小さな店舗

が集合しており、開口部が大きいガラス面が並んでいるよりも、楽しい印象となっている。オ

ーバーハングがひさしの役割を果たしており、１階部分に地上権設定がなされている。池田通

りを象徴する計画になっており、歩行者に寄与している。というところで、こちらも表彰対象

として推薦というところで考えております。 

 次に、特定小規模というものなのですけれども、逗子駅周辺地区に入っているところで、確

認申請を出す建築物が審査対象となっていますので、その中では２件、事務局のほうで選定し
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ましたが、そちらは審査委員会のほうで対象にはしないというところで、こちらの２件は対象

外としております。 

ほかに屋外広告物の３件ですが、こちらとこちら、３件、事務局のほうで選定しましたが、

こちらも審査委員会のほうで表彰対象にはしないというところで意見がまとまっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

（一部抜粋） 

【鈴木会長】 議題４、その他について説明をお願いします。 

【三澤課長】 その他はですね、皆さんせっかく最初なので、皆さんで御意見というか、景観

に対する思いを語っていただきたいと思ったんですけど、ちょっと時間がありませんので、最

初の自己紹介でも大分語っていただいたので、今日は割愛させていただきたいと思います。次

回、第２回に機会を設けさせてもらいます。 

 今日いただいたものをもとに、答申案としてまとめさせていただいて、皆さん、会長と調整

のもとに皆さんのほうに答申案を送らせていただいて、答申案は番号しか書いてないので、番

号でこれで表彰しますという形になると思いますけど、それを皆さんに見ていただいて、了承

いただければ、それを答申とさせていただくということでよろしいでしょうか。 

【鈴木会長】 こちらは１月の25日。 

【三澤課長】 そうですね、１月の25日に表彰式を、その前も瓦版の展示会といって、１階の

ギャラリー、文化プラザホールのギャラリーで１週間、展示会をやりますので、ぜひお誘い合

わせの上、お越しいただけるとうれしいです。 

【鈴木会長】 すみません、25日は所用で参加できません。 

【三澤課長】 水沼先生には参加していただける。 

【水沼委員】 荷が重いです。 

【鈴木会長】 そうしましたら、議事としては以上となりますので、司会を事務局のほうにお

返ししたいと思います。 

【三澤課長】 はい、以上です。どうもありがとうございました。 


